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実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定

１）ハード対策の主な取組

■洪水氾濫を未然に防ぐ対策

〈肱川〉
　・惣瀬箇所の堤防整備
　・小長浜箇所の堤防整備
　・東大洲箇所外6箇所の段階的嵩上げ
　・旧堤撤去による流下能力不足解消
　・鹿野川ダムの改造
　・菅田・村島工区の暫定的堤防整備
　・岩瀬川工区の暫定的堤防整備

〈久米川〉
　・久米川工区の段階的嵩上げ

〈流域内河川〉
　・河床整正等による流下阻害箇所の解消

Ｒ、ｐ、
ｑ、ｒ

■危機管理型ハード対策

〈肱川〉
　・宇和川（瀬戸工区）の重要水防箇所の堤
防補強

〈清永川〉
　・重要水防箇所の堤防補強

Ｒ、ｐ、
ｑ、ｒ

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

・早期に氾濫が発生する地区に対して、洪水
時の避難勧告等の発令判断に活用する水位
計の整備

Ｂ

・肱川減災対策計画に基づく排水路の整備 Ｐ
・肱川減災対策計画に基づき対応
可能箇所より排水路等の整備を実
施

平成30
年度を
目処

柚木地区減災対策
工事（排水路整備）
完了

【内容】
田淵地区減災対策
工事（止水壁設置）
施行
【時期】
平成29年度以降

・避難行動に必要な映像提供を考慮した
CCTVカメラの配置計画の検討を実施

Ｈ

・光ファイバーの二重化、架空区間の埋設化
の検討を実施

Ｈ

・堤防天端を活用した緊急輸送路の整備及び
避難路としての活用運用整備

Ｄ

・水防活動の迅速化、水害対策に活用できる
よう「土のうステーション」を整備

Ｎ

・家屋・店舗等の浸水を防ぐための
土のうを予め備えるため、土のうス
テーションを3基設置。(300袋から
600袋備蓄)

H28.5予
定

土のうステーション
設置
(H28.5.9)

・計画規模降雨を超える洪水において、樋門
等を活用した早期排水を行うため、浸水等に
よる樋門等の機能停止を回避するための施設
強化の検討及び排水機場の整備の検討

ｍ

・計画規模降雨を超える洪水にお
いて、樋門等を活用した早期排水
を行うため、浸水等による樋門等の
機能停止を回避するための施設強
化の検討

H28年
度から
検討実
施

肱川流域総合整備
推進協議会の要望
活動において、国に
対し都谷川樋門及び
滝川樋門の整備促
進を要望。

【内容】
継続して要望活動を
実施
【時期】
毎年実施

項目 事項 内容
課題の
対応

大洲市 伊予市 西予市 砥部町 内子町

概ね５年で実施する取組（直轄管理区間）
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１）ハード対策の主な取組

■洪水氾濫を未然に防ぐ対策

〈肱川〉
　・惣瀬箇所の堤防整備
　・小長浜箇所の堤防整備
　・東大洲箇所外6箇所の段階的嵩上げ
　・旧堤撤去による流下能力不足解消
　・鹿野川ダムの改造
　・菅田・村島工区の暫定的堤防整備
　・岩瀬川工区の暫定的堤防整備

〈久米川〉
　・久米川工区の段階的嵩上げ

〈流域内河川〉
　・河床整正等による流下阻害箇所の解消

Ｒ、ｐ、
ｑ、ｒ

■危機管理型ハード対策

〈肱川〉
　・宇和川（瀬戸工区）の重要水防箇所の堤
防補強

〈清永川〉
　・重要水防箇所の堤防補強

Ｒ、ｐ、
ｑ、ｒ

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

・早期に氾濫が発生する地区に対して、洪水
時の避難勧告等の発令判断に活用する水位
計の整備

Ｂ

・肱川減災対策計画に基づく排水路の整備 Ｐ

・避難行動に必要な映像提供を考慮した
CCTVカメラの配置計画の検討を実施

Ｈ

・光ファイバーの二重化、架空区間の埋設化
の検討を実施

Ｈ

・堤防天端を活用した緊急輸送路の整備及び
避難路としての活用運用整備

Ｄ

・水防活動の迅速化、水害対策に活用できる
よう「土のうステーション」を整備

Ｎ

・計画規模降雨を超える洪水において、樋門
等を活用した早期排水を行うため、浸水等に
よる樋門等の機能停止を回避するための施設
強化の検討及び排水機場の整備の検討

ｍ

項目 事項 内容
課題の
対応 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定

〈久米川〉
　・久米川工区の段階的嵩上げ

平成30年度
〈久米川〉
段階的嵩上げ工事
着手。

〈久米川〉
　・段階的嵩上げの
工事推進

〈肱川〉
　・惣瀬箇所の堤防整備

　・小長浜箇所の堤防整備

　・東大洲箇所外6箇所の段階的嵩上げ

　・旧堤撤去による流下能力不足解消

　・鹿野川ダムの改造

平成30年度

平成32年度

平成30年度

平成28年度

平成30年度

・惣瀬地区、旧堤撤
去、鹿野川ダム改造
着手。

【内容】
・目標時期に完成す
るよう事業を推進

・越流堤箇所の越流深を計測するため、
水位計による越流深の計測を実施

H28年度から
順次実施

【内容】
越流堤箇所に水位
計を設置

【時期】
平成30年度に設置
予定

・CCTVカメラの配置について、改めて検
討を実施

H28年度から
検討

・ＣＣＴＶカメラ映像
の配信箇所の追加
（川の防災情報ＨＰ
での公開）

・光ファイバーの二重化、架空区間の埋
設化の検討

H28年度から
検討

・堤防天端を活用した緊急輸送路の整備
及び避難路としての活用運用整備

H30年度
・緊急輸送路の整備
延伸

【内容】
緊急輸送路の肱川
橋までの延伸

【時期】
平成29年度中に完
成予定

・計画規模降雨を超える洪水におい
て、樋門等を活用した早期排水を行
うため、浸水等による樋門等の機能
停止を回避するための施設強化の
検討

H28年度から
検討実施

-
必要に応じて施設を
強化を検討

・計画規模降雨を超える洪水において、
樋門等を活用した早期排水を行うため、
浸水等による樋門等の機能停止を回避
するための施設強化の検討及び排水機
場の整備の検討

H28年度から
検討実施

愛媛県 気象台 四国地整
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実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定

２）ソフト対策の主な取組　　①円滑かつ迅速な避難行動のための取組

■情報伝達、避難計画等に関する取組

・避難行動等に必要な情報提供内容の検討
及びその情報によるリアルタイムの情報提供や
プッシュ型情報の発信及び連絡網の整備

ｇ、ｈ、
Ｅ、Ｆ、
Ｇ、Ｈ、

Ｊ

・農地所有者や企業等への水位等
情報連絡網の整備
・想定最大規模降雨による洪水を
踏まえた情報提供内容の検討

H28年
度から
順次実
施

企業に対し災害情報
配信サービスについ
てチラシ等配布によ
る啓発を行う。
二線堤北側農地の
要連絡者に大洲市
災害情報メール配
信サービスの登録促
進
・パンフレット配布
・アンケート実施

【内容】
未登録及び新規事
業所に引き続き啓発
する。
【時期】
毎年実施

・避難勧告に着目した防災行動計画（タイムラ
イン）の作成及び関係機関の連携状況等を踏
まえた精度向上及び訓練の実施

Ｂ
・タイムラインの作成（H28.3）

・タイムラインによる訓練の実施

H28年
度から
実施

台風の接近等に合
わせてタイムラインに
よる行動確認を実施

【内容】
国交省とタイムライン
の訓練を実施
【時期】
毎年実施

・計画規模降雨を超える洪水を対象としたタイ
ムラインの作成及び訓練の実施

ｃ
・計画規模降雨を超える洪水を対
象とした新たなタイムラインの作成

H28年
度から
検討実
施

【内容】
国交省と内容協議
のうえ作成
【時期】
H29年度以降

・計画規模降雨を超える洪水も対象とした近
隣市町との広域避難に関する調整、避難経路
の検討

Ｃ、Ｄ
・近隣市町との広域避難に関する
調整、避難経路の検討

H28年
度から
検討実
施

【内容】
肱川全域の浸水想
定区域提示後検討
【時期】
H29年度以降

・計画規模降雨を超える洪水も対象とした浸
水地区の避難所、避難経路等の検討

Ｃ、Ｄ、
Ｉ、ｅ

・計画規模降雨を超える洪水も対
象とした浸水地区の避難所、避難
経路等の検討

H28年
度から
検討実
施

【内容】
肱川全域の浸水想
定区域提示後検討
【時期】
H29年度以降

・洪水予報文・水位到達情報文の改良 Ａ

・想定最大規模降雨による洪水も含めた浸水
想定区域の指定及び浸水シミュレーション、家
屋倒壊等氾濫想定区域の公表

ａ、Ｈ

・想定最大規模降雨による洪水浸水想定区
域の指定及び浸水シミュレーション、家屋倒壊
等氾濫想定区域の公表対象河川の検討を実
施

ｂ

・ハザードマップ（統合型防災マップ）の改良・
周知

ａ、b、
ｄ、ｅ、

Ｉ

・想定最大規模降雨による洪水想
定区域も踏まえたハザードマップ
（統合型防災マップ）の改良・周知

・また、国からの最新の浸水区域図
等データによりハザードマップ（統合
型防災マップ）の作成・配布

H28年
度から
順次実
施

県管理区間の浸水
区域のデータ提供に
ついて国・県協議実
施

【内容】
特定最大規模降雨
による肱川全域の洪
水想定区域提示後
作成

【時期】
H29年度

・現状の河川管理施設の能力を大幅に上回る
洪水に対する被害軽減のための「災害・避難
カード」の取組

Ｄ
内閣府のモデル事業として、三善
地区において、「災害・避難カード」
への取組を実施

H28年
度

第１回WS開催
(H28.8.28）
第2回WS開催。
災害・避難カードの
作成。（H28.11.20）
第3回WS開催。
災害・避難カードを
基に避難訓練を実
施予定。
（H29.1.29）

・情報伝達手段の多重化の検討を実施 Ｅ、Ｆ ・情報伝達手段の多重化を検討

H27年
度から
検討実
施

庁内関係機関と検
討

【内容】
引続き情報伝達手
段について検討
【時期】
H29年度

・計画規模降雨を超える洪水を考慮した災害
対策拠点における浸水対策及び代替施設の
検討

ｌ

・洪水時に直接市町長等へ河川情報を伝える
「ホットライン」の構築を検討

Ａ

項目 事項 内容
課題の
対応

大洲市 伊予市 西予市 砥部町 内子町
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２）ソフト対策の主な取組　　①円滑かつ迅速な避難行動のための取組

■情報伝達、避難計画等に関する取組

・避難行動等に必要な情報提供内容の検討
及びその情報によるリアルタイムの情報提供や
プッシュ型情報の発信及び連絡網の整備

ｇ、ｈ、
Ｅ、Ｆ、
Ｇ、Ｈ、

Ｊ

・避難勧告に着目した防災行動計画（タイムラ
イン）の作成及び関係機関の連携状況等を踏
まえた精度向上及び訓練の実施

Ｂ

・計画規模降雨を超える洪水を対象としたタイ
ムラインの作成及び訓練の実施

ｃ

・計画規模降雨を超える洪水も対象とした近
隣市町との広域避難に関する調整、避難経路
の検討

Ｃ、Ｄ

・計画規模降雨を超える洪水も対象とした浸
水地区の避難所、避難経路等の検討

Ｃ、Ｄ、
Ｉ、ｅ

・洪水予報文・水位到達情報文の改良 Ａ

・想定最大規模降雨による洪水も含めた浸水
想定区域の指定及び浸水シミュレーション、家
屋倒壊等氾濫想定区域の公表

ａ、Ｈ

・想定最大規模降雨による洪水浸水想定区
域の指定及び浸水シミュレーション、家屋倒壊
等氾濫想定区域の公表対象河川の検討を実
施

ｂ

・ハザードマップ（統合型防災マップ）の改良・
周知

ａ、b、
ｄ、ｅ、

Ｉ

・現状の河川管理施設の能力を大幅に上回る
洪水に対する被害軽減のための「災害・避難
カード」の取組

Ｄ

・情報伝達手段の多重化の検討を実施 Ｅ、Ｆ

・計画規模降雨を超える洪水を考慮した災害
対策拠点における浸水対策及び代替施設の
検討

ｌ

・洪水時に直接市町長等へ河川情報を伝える
「ホットライン」の構築を検討

Ａ

項目 事項 内容
課題の
対応 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定

・アラームメール（えひめ河川メール）
の利用登録者の増加

H28年度から
順次実施

各種説明会等にお
いて、チラシの配布
や説明を実施

引き続き実施

・プッシュ型情報の発信
・ライブ映像箇所の拡大
・想定最大規模降雨による洪水を踏まえ
た情報提供内容の検討

H28年度から
順次実施

緊急速報メールを活
用した洪水情報の
プッシュ型配信を
9/5より開始。
（H28.9.5）

－

・国、市と協力しタイムラインの作成
及び内容精査を支援

H28年度から
実施

-
関係機関と協力し、
タイムラインの作成に
着手

・タイムラインは作成済み（H28.3）

・関係機関（国・県・市）の行動状況や連
携状況を踏まえた精査

・タイムラインによる訓練の実施

H28年度から
実施

【内容】
・大洲市とタイムライ
ンの訓練を実施
(H29は9月頃で調
整）

【時期】
毎年実施

・国、市と協力しタイムラインの作成
及び内容精査を支援

H28年度から
検討実施

-
関係機関と協力し、
タイムラインの作成に
着手

・計画規模降雨を超える洪水を対象とし
たタイムラインの作成及び訓練の実施

H28年度から
検討実施

【内容】
・計画規模降雨を超
える洪水を対象した
タイムラインの検討

【時期】
平成29年度に検討
実施

・大洲市が近隣市町との広域避難を
検討する場合に八幡浜支局におい
ても調整を支援

H28年度から
検討実施

-
広域避難の検討を
支援

・計画規模降雨を超える洪水も対象とし
た浸水地区の避難所、避難経路等の検
討にかかる支援

H28年度から
検討実施

【内容】
・計画規模降雨を超
える洪水を対象した
避難計画に資する
資料を検討

【時期】
平成29年度に検討
実施

・洪水予報文の改良 H28年度
・洪水予報文の改良
を実施

【内容】
・継続的に改良を実
施

【時期】
毎年度見直しを実施

・氾濫が発生した場合の浸水区域として
対象となる地区名まで表示した洪水予報
文の改良

H28年度
・洪水予報文の改良
を実施

【内容】
・継続的に改良を実
施

【時期】
毎年度見直しを実施

・想定最大規模降雨による洪水も含めた
浸水想定区域図及び浸水シミュレーショ
ン、家屋倒壊等氾濫想定区域の公表

H28年5月
・平成28年5月30日
に直轄区間を公表

・想定最大規模降雨による洪水想定区
域も踏まえたハザードマップ（統合型防災
マップ）の改良に関する支援

H28年度から
順次実施

・平成28年5月30日
に公表した浸水想定
区域図等を提供

内閣府のモデル事業として、三善地
区において、「災害・避難カード」への
取組を実施

H28年度

第１回WS開催
(H28.8.28）

第2回WS開催。
災害・避難カードの
作成。
（H28.11.20）

第3回WS開催。
避難訓練を実線。
（H29.1.29）

内閣府のモデル事業として、
三善地区において、「災害・
避難カード」への取組を実施

H28年度
第１回WS開催
(H28.8.28）

内閣府のモデル事業として、三善地区に
おいて、「災害・避難カード」への取組を
実施

H28年度

第１回WS開催
(H28.8.28）

第2回WS開催。
災害・避難カードの
作成。
（H28.11.20）

第3回WS開催。
避難訓練を実線。
（H29.1.29）

・計画規模降雨を超える洪水を考慮した
災害対策拠点における浸水対策及び代
替施設の検討

H28年度から
検討実施

愛媛県 気象台 四国地整
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実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定

２）ソフト対策の主な取組　　①円滑かつ迅速な避難行動のための取組

■平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

・避難を促す緊急行動のトップセミナーの開催
及び共同点検の実施

Ｂ
・国が実施するトップセミナー及び
共同点検の参加

H27年
度から
毎年実
施

・減災対策協議会参
加（H28.5.25）
・肱川・矢落川連絡
会後重要水防箇所
点検を実施
（H28.5.19）

【内容】
・トップセミナーとして
減災対策協議会を
活用
・重要水防箇所の点
検を実施
【時期】
毎年出水期までに実
施

・情報発信時の「危険度の色分け」や「警報級
の現象」等の改善

Ｈ

・効果的な「水防災意識社会」の再構築に役
立つ広報や資料の作成・配布

Ａ、Ｈ
・災害情報提供のチラシ等による広
報・周知

H28年
度

・土砂災害説明会等
で災害情報説明後
資料を配布、説明

・減災協議会の実施
に関するニュースレ
ターの配付（H29年2
月）

・自主防災訓練等に
よる講習で配布、説
明

【内容】
自主防災訓練や公
民館事業を通して周
知

【時期】
平成29年度

・小中学校及び自治会等における洪水被害の
歴史等を踏まえた水災害教育を実施

Ａ、Ｇ

・課外授業等での防災センター施
設見学等の利用促進について検討
を実施。

・想定最大規模降雨による洪水浸
水想定に関する自治会等への説
明の実施

H28年
度

・若宮地域自主防災
組織の取組
（H28.7.30）
・三善地区自主防災
組織の「災害避難
カード」作成時、国交
省から説明実施
(H28.8.28)
・「新町駅前どか市」
でのパネル展等実施
（H28.10.16）
・防災力向上キャン
プにおいて、家族及
び自主防災組織に
水災害教育を実施。
（H29.1.7）

【内容】
自主防災組織連絡
協議会において、洪
水浸水想定の説明
会実施

【時期】
平成29年5月

・ダム操作に関する地元関係者への周知 Ｆ
・国の説明会に関係各課が参加
し、関係機関等へ周知

引き続き
定期的
に実施

鹿野川ダム放流警
報周知会に参加

【内容】
国の説明会に担当
者が参加し、関係機
関へ周知
【時期】
国説明会開催時参
加

・野村ダム放流警報周知会
の実施

・河川利用者への説明

引き続き
定期的
に実施

毎年実施

【内容】
野村ダム放流警報
周知会を実施

【実施時期】
4月26日に実施予
定

・水害等への備えに関する要配慮者利用施設
の管理者向け説明会の実施

Ａ、Ｇ

項目 事項 内容
課題の
対応

大洲市 伊予市 西予市 砥部町 内子町
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２）ソフト対策の主な取組　　①円滑かつ迅速な避難行動のための取組

■平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

・避難を促す緊急行動のトップセミナーの開催
及び共同点検の実施

Ｂ

・情報発信時の「危険度の色分け」や「警報級
の現象」等の改善

Ｈ

・効果的な「水防災意識社会」の再構築に役
立つ広報や資料の作成・配布

Ａ、Ｈ

・小中学校及び自治会等における洪水被害の
歴史等を踏まえた水災害教育を実施

Ａ、Ｇ

・ダム操作に関する地元関係者への周知 Ｆ

・水害等への備えに関する要配慮者利用施設
の管理者向け説明会の実施

Ａ、Ｇ

項目 事項 内容
課題の
対応 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定

・水防連絡協議会等において関係者
に避難活動の充実を図る啓発を実
施

・関係者で重要水防箇所等の点検
を実施

引き続き実施
平成28年5月
実施

引き続き実施

・毎年出水期までに首長以下関係者で、
避難を促す緊急行動のトップセミナーの
開催及び共同点検の実施。また、重要水
防箇所等の点検を実施。

H27年度から
毎年実施

【内容】
・トップセミナーとして
協議会を活用。
・重要水防箇所の点
検を実施

【時期】
・毎年出水期前まで
に実施

・情報発信時の「危険度の色
分け」や「警報級の現象」等の
改善

H29.5末

情報発信時の「危険
度の色分け」や「警
報級の現象」等の改
善
（H29.5.17）

・大雨警報･洪水警
報の危険度分布の
公開
（H29.7月予定）

・えひめ河川メールのチラシ配布 引き続き実施
各種説明会等にお
いて、チラシの配布
や説明を実施

引き続き実施

・水災害広報の充実として出水があった
場合、ニュースレターを発行

・水防工法の実物展示等による広報の充
実

・想定最大規模降雨による洪水浸水想
定を正しく理解するための説明資料の作
成

H28年度から

・減災協議会の実施
に関するニュースレ
ターの配布
（H29.2.中旬）

・「災害時の避難行
動に役立つ！」情報
サイト周知チラシの
配布
（H29.4.15大洲市内
配布予定）

・要請に応じ、出前講座により水災害
教育を実施

引き続き実施
出前講座の希望者
を募集

引き続き実施

・小学校・中学校における水災害教育とし
て、5年生以上を対象に洪水被害の歴史
や身を守るための手段、国の対策等につ
いて授業の一環として実施（依頼により実
施）

・想定最大規模降雨による洪水浸水想
定に関する自治会等への説明の実施

引き続き実施

・若宮地域自主防災
組織の取組（H28.7
月30日）

・「新町駅前どか市」
でのパネル展等実施
（H28.10.16）

・防災力向上キャン
プにおいて、家族及
び自主防災組織に
水災害教育を実施。
（H29.1.7）

【内容】
・小中学校及び地域
向けの防災教育用
教材の作成

【時期】
・平成29年度に教材
作成予定。
・その後は随時更新
を予定

・国の説明会に関係各課が参加し、
関係機関等へ周知

引き続き定期
的に実施

・鹿野川ダム・野村
ダム放流警報周知
会に参加

毎年参加

・鹿野川ダム・野村ダム放流警報周知会
の実施

・河川利用者への説明

引き続き定期
的に実施

毎年実施

【内容】
野村ダム放流警報
周知会を実施

【実施時期】
4月26日に実施予
定

・要配慮者利用施設の管理者に対し
て、水害への備えに関する理解を深
めてもらうための説明会を実施

H28年度
平成28年12月
実施

必要に応じて実施
・要配慮者利用施設の管理者に対して、
水害への備えに関する理解を深めてもら
うための説明会を実施

H28年度

愛媛県 気象台 四国地整
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実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定

２）ソフト対策の主な取組　　②洪水氾濫による被害の軽減及び避難時間の確保のための水防活動等の取組

■水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組

・水防団等への連絡体制の再確認と伝達訓
練の実施

Ｋ

・毎年情報伝達網の確認

・樋門等の点検時等に伝達網を活
用して実施(火災・事故・捜索活動
でも活用)

引き続き
毎年実
施

樋門点検時等に伝
達網を確認

【内容】
引き続き樋門点検
時等に伝達網を確
認
【時期】
毎年実施

・水防連絡会等による水防団等との共同点検
等の実施及び重要水防箇所の精査・見直し

Ｋ、Ｌ

・水防連絡会等への水防団・危機
管理課職員・消防署・自主防災組
織等の参加

・水防団幹部との意見交換会に水
防団・担当職員等の参加

引き続き
毎年実
施

担当者の水防連絡
会参加
(H28.5.19)

【内容】
引き続き水防連絡
会等へ参加
【時期】
毎年実施

・水防団・自主防災組織・消防署等の関係機
関が連携した水防訓練の実施

Ｍ
・水防団・自主防災組織・消防署・
危機管理課職員が参加

引き続き
毎年実
施

・水防工法訓練参加
(H28.5.15)
・自主防災組織によ
る水防訓練の実施
（H28.10.16）

【内容】
引き続き自主防災
組織による訓練実施
【時期】
毎年実施

・河岸侵食等も考慮した、水防用資機材の配
置計画の見直し及び広域支援の検討

ｊ、ｋ
・河岸侵食等も考慮した、水防用
資機材の配置計画の見直し

平成28
年度か
ら検討
実施

【内容】
肱川全域の浸水想
定区域提示後見直
し
【時期】
H29年度以降

・巡視員の安全性確保やリスクの高い箇所を
含めた巡視計画の見直し及び樋門操作員等
の安全確保に関する避難基準等の検討

i、ｎ

・巡視員の安全性確保やリスクの高
い箇所を含めた巡視計画の見直し
及び樋門操作員等の安全確保に
関する避難基準等の検討

平成28
年度か
ら検討
実施

国、県の操作基準を
基に検討を行う。

【内容】
肱川全域の浸水想
定区域提示後検討
【時期】
H29年度以降

・計画規模降雨を超える洪水を考慮した水防
拠点の代替施設の検討

l
・計画規模降雨を超える洪水を考
慮した水防拠点の代替施設の検討

平成28
年度か
ら検討
実施

【内容】
肱川全域の浸水想
定区域提示後検討
【時期】
H29年度以降

■要配慮者利用施設や大規模工場等の自衛水防の推進に関する取組

・要配慮者利用施設、関係各課と連携した情
報伝達訓練及び避難訓練の計画の検討を行
うとともに、避難確保計画の作成に向けた支援
の検討を実施

Ｉ

・要配慮者利用施設・福祉施設担
当部局と連携して、情報伝達訓練
や避難訓練の計画を検討を行うと
ともに、避難確保計画の作成に向
けた支援の検討を実施
(区域内関連施設19施設)

H28年
度から
順次計
画

土砂災害警戒区域
内施設と避難訓練
の計画的実施につい
て検討

【内容】
民間福祉施設の福
祉避難所指定。避
難訓練や避難計画
策定に向けた支援
実施
【時期】
平成29年度以降

・大規模工場等への浸水リスクの説明と水害
対策等の啓発活動

Ｇ
・消防・商工産業課等と連携して、
浸水区域企業等を訪問・災害情報
提供のチラシ等の配布による啓発

H28.5頃

東大洲地区の企業
に対し災害時の情報
配信サービスについ
てのチラシ等配布を
行う。

【内容】
未登録及び新規事
業所に引き続き啓発
する。
【時期】
毎年実施

項目 事項 内容
課題の
対応

大洲市 伊予市 西予市 砥部町 内子町
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２）ソフト対策の主な取組　　②洪水氾濫による被害の軽減及び避難時間の

■水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組

・水防団等への連絡体制の再確認と伝達訓
練の実施

Ｋ

・水防連絡会等による水防団等との共同点検
等の実施及び重要水防箇所の精査・見直し

Ｋ、Ｌ

・水防団・自主防災組織・消防署等の関係機
関が連携した水防訓練の実施

Ｍ

・河岸侵食等も考慮した、水防用資機材の配
置計画の見直し及び広域支援の検討

ｊ、ｋ

・巡視員の安全性確保やリスクの高い箇所を
含めた巡視計画の見直し及び樋門操作員等
の安全確保に関する避難基準等の検討

i、ｎ

・計画規模降雨を超える洪水を考慮した水防
拠点の代替施設の検討

l

■要配慮者利用施設や大規模工場等の自衛水防の推進に関す

・要配慮者利用施設、関係各課と連携した情
報伝達訓練及び避難訓練の計画の検討を行
うとともに、避難確保計画の作成に向けた支援
の検討を実施

Ｉ

・大規模工場等への浸水リスクの説明と水害
対策等の啓発活動

Ｇ

項目 事項 内容
課題の
対応 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定

・市町へ管理委託している樋門の操
作点検時にあわせて地元水防団・樋
門操作員の連絡体制の確認を実
施。

引き続き毎年
実施

平成28年4月
実施

引き続き実施

・水防団との伝達訓練
・樋門操作員との伝達訓練及び避難訓
練
・維持工事による特別巡視訓練

毎年出水期前
に実施

・樋門操作説明会を
開催
・特別巡視訓練を実
施

【内容】
引き続き実施
【時期】
毎年実施
(H29は特別巡視訓
練を5/15、樋門操
作説明会5/22に実
施)

・水防連絡会の開催
・重要水防箇所の精査・見直し

毎年出水期
前に実施。

平成28年5月
実施

引き続き実施

・水防連絡会の開催及び重要水防箇所
の確認
・水防団幹部との意見交換会
・重要水防箇所の精査・見直し

毎年出水期前
に実施

担当者の水防連絡
会参加
(H28.5.19)

【内容】
・水防連絡会による
合同点検を実施

【時期】
毎年出水期前まで
（H29は5/16実施）

・水防従事者を対象に水防活動に用
いられる各種水防工法について説
明・実演を行う。

随時
平成28年５月
実施

引き続き実施
・水防団、消防団の団員内に、水防工法
の指導者育成を実施

毎年出水期前
に実施

・自主防災組織によ
る水防訓練の実施
（H28.10.16）

【内容】
・大洲市消防団（水
防団）との水防工法
訓練の実施

【時期】
毎年出水期前まで
（H29は5/21実施）

・河岸侵食等も考慮した、水防用資
機材の配置計画の見直し

平成28年度
から検討実施

- -
・河岸侵食等も考慮した、水防用資機材
の配置計画の見直し及び広域支援の検
討

平成28年度か
ら検討実施

・巡視員の安全性確保やリスクの高
い箇所を含めた巡視計画の見直し
及び樋門操作員等の安全確保に関
する避難基準等の検討

平成28年度
から検討実施

- 今後検討実施

・巡視員の安全性確保やリスクの高い箇
所を含めた巡視計画の見直し及び樋門
操作員等の安全確保に関する避難基準
等の検討

平成28年度か
ら検討実施

・計画規模降雨を超える洪水を考慮した
水防拠点の代替施設の検討

平成28年度か
ら検討実施

・大洲市が実施する避難訓練等の支
援

－ 今後検討実施

愛媛県 気象台 四国地整
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実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定

２）ソフト対策の主な取組　　③社会経済活動を取り戻すための排水活動及び施設運用の強化

■排水活動の強化に関する取組

・浸水被害確認システムによる内水状況の共
有

Ｑ ・国システムによる内水状況の共有 実施中 内水状況共有中

【内容】
引き続き情報共有に
に努める
【時期】
通年

・現状の河川管理施設の能力を大幅に上回る
洪水による浸水想定も考慮し、排水機場、樋
門、排水路等の情報共有、排水ポンプ車及び
ポンプ排水委託の最適な配置も踏まえた排水
計画及び広域支援の検討を実施

Ｏ、Ｐ、
ｍ、ｏ

・内水排除対策（ポンプ排水委託）
の実施

・現状の河川管理施設の能力を大
幅に上回る洪水による浸水想定も
考慮した排水機場、樋門等の情報
共有を踏まえた、排水ポンプ車等
の配置先の再検討

実施中

H28年
度から
検討実
施

内水排除対策（ポン
プ排水委託）の実施

【内容】
引き続き、内水排除
対策（ポンプ排水委
託）を実施するととも
に、より確実かつ迅
速にポンプ排水が行
えるように出水期に
市が水中ポンプ等の
機材を確保し、内水
排除対策の強化を
図る。
【時期】
毎年実施

・排水ポンプ車等による訓練の実施 Ｐ

・ダムの容量を有効活用するためのダム操作
について判断基準、操作ルール等の検討を実
施

Ｒ

実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定

３）地域経済を支える浸水対策の取組　　①地域経済を支える浸水対策（東大洲地区の生産性向上）

■地域経済を支える浸水対策に関する取組

【再掲】

〈肱川〉
　・惣瀬箇所の堤防整備
　・小長浜箇所の堤防整備
　・東大洲箇所外6箇所の段階的嵩上げ
　・旧堤撤去による流下能力不足解消
　・鹿野川ダムの改造

〈久米川〉
　・久米川工区の段階的嵩上げ

Ｒ、ｐ、
ｑ、ｒ

【再掲】

・大規模工場等への浸水リスクの説明と水害
対策等の啓発活動

Ｇ
・消防・商工産業課等と連携して、
浸水区域企業等を訪問・災害情報
提供のチラシ等の配布による啓発

H28.5頃

東大洲地区の企業
に対し災害時の情報
配信サービスについ
てのチラシ等配布を
行う。

【内容】
未登録及び新規事
業所に引き続き啓発
する。
【時期】
毎年実施

【再掲】

・現状の河川管理施設の能力を大幅に上回る
洪水による浸水想定も考慮し、排水機場、樋
門、排水路等の情報共有、排水ポンプ車及び
ポンプ排水委託の最適な配置も踏まえた排水
計画及び広域支援の検討を実施

Ｏ、Ｐ、
ｍ、ｏ

・内水排除対策（ポンプ排水委託）
の実施

・現状の河川管理施設の能力を大
幅に上回る洪水による浸水想定も
考慮した排水機場、樋門等の情報
共有を踏まえた、排水ポンプ車等
の配置先の再検討

実施中

H28年
度から
検討実
施

内水排除対策（ポン
プ排水委託）の実施

【内容】
引き続き、内水排除
対策（ポンプ排水委
託）を実施するととも
に、より確実かつ迅
速にポンプ排水が行
えるように出水期に
市が水中ポンプ等の
機材を確保し、内水
排除対策の強化を
図る。
【時期】
毎年実施

項目 事項 内容
課題の
対応

大洲市 伊予市

項目 事項 内容
課題の
対応

大洲市 伊予市 西予市 砥部町 内子町

西予市 砥部町 内子町
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２）ソフト対策の主な取組　　③社会経済活動を取り戻すための排水活動及

■排水活動の強化に関する取組

・浸水被害確認システムによる内水状況の共
有

Ｑ

・現状の河川管理施設の能力を大幅に上回る
洪水による浸水想定も考慮し、排水機場、樋
門、排水路等の情報共有、排水ポンプ車及び
ポンプ排水委託の最適な配置も踏まえた排水
計画及び広域支援の検討を実施

Ｏ、Ｐ、
ｍ、ｏ

・排水ポンプ車等による訓練の実施 Ｐ

・ダムの容量を有効活用するためのダム操作
について判断基準、操作ルール等の検討を実
施

Ｒ

３）地域経済を支える浸水対策の取組　　①地域経済を支える浸水対策（東

■地域経済を支える浸水対策に関する取組

【再掲】

〈肱川〉
　・惣瀬箇所の堤防整備
　・小長浜箇所の堤防整備
　・東大洲箇所外6箇所の段階的嵩上げ
　・旧堤撤去による流下能力不足解消
　・鹿野川ダムの改造

〈久米川〉
　・久米川工区の段階的嵩上げ

Ｒ、ｐ、
ｑ、ｒ

【再掲】

・大規模工場等への浸水リスクの説明と水害
対策等の啓発活動

Ｇ

【再掲】

・現状の河川管理施設の能力を大幅に上回る
洪水による浸水想定も考慮し、排水機場、樋
門、排水路等の情報共有、排水ポンプ車及び
ポンプ排水委託の最適な配置も踏まえた排水
計画及び広域支援の検討を実施

Ｏ、Ｐ、
ｍ、ｏ

項目 事項 内容
課題の
対応

項目 事項 内容
課題の
対応

実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定

・浸水被害確認システムによる内水状況
を市と共有するとともに、情報の高度化を
検討

実施中
・浸水被害確認シス
テムによる情報共有

【内容】
情報提供内容野高
度化に関する改良を
実施

【時期】
平成29年度も継続
指定実施。

・現状の河川管理施設の能力を大幅に
上回る洪水による浸水想定も考慮し、排
水機場、樋門、排水路等の情報共有、
排水ポンプ車及びポンプ排水委託の最
適な配置も踏まえた排水計画及び広域
支援の検討を実施

H28年度から
検討実施

・計画規模洪水によ
る浸水被害に対する
排水計画（手順書）
を作成

【内容】
現地確認等を踏まえ
て排水計画をリバイ
ス

【時期】
平成29年度に検討

・毎年度１回以上排水ポンプ車等による
訓練を実施

毎年実施 ・毎年実施

【内容】
・排水ポンプ車訓練
の実施

【時期】H295月下旬
もしくは6月上旬で実
施予定

・ダムの容量を有効活用するためのダム
操作について判断基準、操作ルール等
の検討を実施

H28年度から
検討実施

概略検討を実施

【内容】
引き続き検討を実施
予定

【時期】
検討を実施中

実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定

〈久米川〉
　・久米川工区の段階的嵩上げ 平成30年度

〈久米川〉
　・段階的嵩上げの
工事着手

〈久米川〉
　・段階的嵩上げの
工事推進

〈肱川〉
　・惣瀬箇所の堤防整備

　・小長浜箇所の堤防整備

　・東大洲箇所外6箇所の段階的嵩上げ

　・旧堤撤去による流下能力不足解消

　・鹿野川ダムの改造

平成30年度

平成32年度

平成30年度

平成28年度

平成30年度

・惣瀬地区、旧堤撤
去、鹿野川ダム改造
着手。

【内容】
・目標時期に完成す
るよう事業を推進

・現状の河川管理施設の能力を大幅に
上回る洪水による浸水想定も考慮し、排
水機場、樋門、排水路等の情報共有、
排水ポンプ車及びポンプ排水委託の最
適な配置も踏まえた排水計画及び広域
支援の検討を実施

H28年度から
検討実施

・計画規模洪水によ
る浸水被害に対する
排水計画（手順書）
を作成

【内容】
現地確認等を踏まえ
て排水計画をリバイ
ス

【時期】
平成29年度に検討

気象台 四国地整

四国地整愛媛県 気象台

愛媛県
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愛媛県管理区間 
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実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定

１）ハード対策の主な取組

■洪水氾濫を未然に防ぐ対策

〈肱川〉
　・惣瀬箇所の堤防整備
　・小長浜箇所の堤防整備
　・東大洲箇所外6箇所の段階的嵩上げ
　・旧堤撤去による流下能力不足解消
　・鹿野川ダムの改造
　・菅田・村島工区の暫定的堤防整備
　・岩瀬川工区の暫定的堤防整備

〈久米川〉
　・久米川工区の段階的嵩上げ

〈流域内河川〉
　・河床整正等による流下阻害箇所の解消

Ｒ、ｐ、
ｑ、ｒ

■危機管理型ハード対策

〈肱川〉
　・宇和川（瀬戸工区）の重要水防箇所の堤
防補強

〈清永川〉
　・重要水防箇所の堤防補強

Ｒ、ｐ、
ｑ、ｒ

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

・早期に氾濫が発生する地区に対して、洪水
時の避難勧告等の発令判断に活用する水位
計の整備

Ｂ

・肱川上流部の氾濫開始が他の区
間よりも早い地点において、水位計
を整備する事により、洪水時の避難
勧告等の発令判断に活用予定

H28年
中

大洲市池田集会所
に水位等監視カメラ
設置
(H29.3.10)

【内容】
浸水状況と肱川の
水位の相関関係を
ふまえ、避難勧告等
基準を見直す
【時期】
平成２９年度以降

・肱川減災対策計画に基づく排水路の整備 Ｐ
・肱川減災対策計画に基づき対応
可能箇所より排水路等の整備を実
施

平成30
年度を
目処

・避難行動に必要な映像提供を考慮した
CCTVカメラの配置計画の検討を実施

Ｈ

・光ファイバーの二重化、架空区間の埋設化
の検討を実施

Ｈ

・堤防天端を活用した緊急輸送路の整備及び
避難路としての活用運用整備

Ｄ

・水防活動の迅速化、水害対策に活用できる
よう「土のうステーション」を整備

Ｎ

・計画規模降雨を超える洪水において、樋門
等を活用した早期排水を行うため、浸水等に
よる樋門等の機能停止を回避するための施設
強化の検討及び排水機場の整備の検討

ｍ

・計画規模降雨を超える洪水にお
いて、樋門等を活用した早期排水
を行うため、浸水等による樋門等の
機能停止を回避するための施設強
化の検討

H28年
度から
検討実
施

項目 事項 内容
課題の
対応

大洲市 伊予市 西予市 砥部町 内子町

概ね５年で実施する取組（県管理区間）
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１）ハード対策の主な取組

■洪水氾濫を未然に防ぐ対策

〈肱川〉
　・惣瀬箇所の堤防整備
　・小長浜箇所の堤防整備
　・東大洲箇所外6箇所の段階的嵩上げ
　・旧堤撤去による流下能力不足解消
　・鹿野川ダムの改造
　・菅田・村島工区の暫定的堤防整備
　・岩瀬川工区の暫定的堤防整備

〈久米川〉
　・久米川工区の段階的嵩上げ

〈流域内河川〉
　・河床整正等による流下阻害箇所の解消

Ｒ、ｐ、
ｑ、ｒ

■危機管理型ハード対策

〈肱川〉
　・宇和川（瀬戸工区）の重要水防箇所の堤
防補強

〈清永川〉
　・重要水防箇所の堤防補強

Ｒ、ｐ、
ｑ、ｒ

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

・早期に氾濫が発生する地区に対して、洪水
時の避難勧告等の発令判断に活用する水位
計の整備

Ｂ

・肱川減災対策計画に基づく排水路の整備 Ｐ

・避難行動に必要な映像提供を考慮した
CCTVカメラの配置計画の検討を実施

Ｈ

・光ファイバーの二重化、架空区間の埋設化
の検討を実施

Ｈ

・堤防天端を活用した緊急輸送路の整備及び
避難路としての活用運用整備

Ｄ

・水防活動の迅速化、水害対策に活用できる
よう「土のうステーション」を整備

Ｎ

・計画規模降雨を超える洪水において、樋門
等を活用した早期排水を行うため、浸水等に
よる樋門等の機能停止を回避するための施設
強化の検討及び排水機場の整備の検討

ｍ

項目 事項 内容
課題の
対応 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定

〈肱川〉
　・菅田・村島工区の暫定的堤防整
備

　・岩瀬川工区の暫定的堤防整備

〈久米川〉
　・久米川工区の段階的嵩上げ

〈流域内河川〉
　・河床整正等による流下阻害箇所
の解消

平成30年代
中期
平成32年度

平成30年度

引き続き実施

〈肱川〉
　・村島工区の上流
部552ｍが完成

　・岩瀬川工区　肱
川本川から約300ｍ
が完成

〈久米川〉
　・段階的嵩上げの
工事着手

〈流域内河川〉
　・実施中

〈肱川〉
　・菅田工区の堤防
整備着手、村島工
区の堤防整備推進

　・岩瀬川　堰の管
理者と移設等につい
て協議を実施

〈久米川〉
　・段階的嵩上げの
工事推進

〈流域内河川〉
　・引き続き実施

〈肱川〉
　・宇和川（瀬戸工区）の重要水防箇
所の堤防補強

〈清永川〉
　・重要水防箇所の堤防補強

平成32年度

平成30年度

〈肱川〉
　・用地買収中

〈清永川〉
　・特になし

〈肱川〉
　・買収が完了した
箇所から工事実施

〈清永川〉
　・測量設計に着手

・久米川で水位観測開始

・肱川上流域において、洪水時の避
難勧告等の発令判断の目安となる
情報提供を検討

平成28年5
月
引き続き実施 ・水位観測データの

蓄積

・引き続き水位観測
データを蓄積し、水
位設定を検討

・計画規模降雨を超える洪水におい
て、樋門等を活用した早期排水を行
うため、浸水等による樋門等の機能
停止を回避するための施設強化の
検討

H28年度から
検討実施

-
必要に応じて施設を
強化を検討

愛媛県 気象台 四国地整

- 14 -



実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定

２）ソフト対策の主な取組　　①円滑かつ迅速な避難行動のための取組

■情報伝達、避難計画等に関する取組

・避難行動等に必要な情報提供内容の検討
及びその情報によるリアルタイムの情報提供や
プッシュ型情報の発信及び連絡網の整備

ｇ、ｈ、
Ｅ、Ｆ、
Ｇ、Ｈ、

Ｊ

・農地所有者や企業等への水位等
情報連絡網の整備
・想定最大規模降雨による洪水を
踏まえた情報提供内容の検討

H28年
度から
順次実
施

自主防災活動などの
機会にチラシ等配布
による啓発を実施

【内容】
引き続き啓発を行
う。
【時期】
毎年実施

・避難勧告に着目した防災行動計画（タイムラ
イン）の作成及び関係機関の連携状況等を踏
まえた精度向上及び訓練の実施

Ｂ
・タイムラインの作成（H28.3）

・タイムラインによる訓練の実施

H28年
度から
実施

台風の接近等に合
わせてタイムラインに
よる行動確認を実施

【内容】
国交省とタイムライン
の訓練を実施
【時期】
毎年実施

・県と協力しタイムラインの作
成

H28年
度から
実施

検討を開始。

【内容】
タイムラインの作成。
【時期】
平成29年度中

・計画規模降雨を超える洪水を対象としたタイ
ムラインの作成及び訓練の実施

ｃ
・計画規模降雨を超える洪水を対
象とした新たなタイムラインの作成

H28年
度から
検討実
施

【内容】
国交省と内容協議
のうえ作成
【時期】
H29年度以降

・県と協力し計画規模降雨を
超える洪水を対象とした新た
なタイムラインの作成

H28年
度から
検討実
施

検討を開始。

【内容】
平成29年度は、通
常のタイムラインを作
成。
【時期】
未定

・計画規模降雨を超える洪水も対象とした近
隣市町との広域避難に関する調整、避難経路
の検討

Ｃ、Ｄ
・近隣市町との広域避難に関する
調整、避難経路の検討

H28年
度から
検討実
施

【内容】
肱川全域の浸水想
定区域提示後検討
【時期】
H29年度以降

・計画規模降雨を超える洪水も対象とした浸
水地区の避難所、避難経路等の検討

Ｃ、Ｄ、
Ｉ、ｅ

・計画規模降雨を超える洪水も対
象とした浸水地区の避難所、避難
経路等の検討

H28年
度から
検討実
施

【内容】
肱川全域の浸水想
定区域提示後検討
【時期】
H29年度以降

・計画規模降雨を超える洪水
も対象とした浸水地区の避難
所、避難経路等の検討

H28年
度から
検討実
施

検討を開始。

【内容】
引き続き検討を実
施。
【時期】
未定

・洪水予報文・水位到達情報文の改良 Ａ

・想定最大規模降雨による洪水も含めた浸水
想定区域の指定及び浸水シミュレーション、家
屋倒壊等氾濫想定区域の公表

ａ、Ｈ

・想定最大規模降雨による洪水浸水想定区
域の指定及び浸水シミュレーション、家屋倒壊
等氾濫想定区域の公表対象河川の検討を実
施

ｂ

・指定区間における想定最大規模
降雨による洪水浸水想定に対する
リスク情報の周知等を含めた避難
体制の強化への取組方針について
県との協議を実施

平成28
年度か
ら検討
実施

【内容】
特定最大規模降雨
による肱川全域の洪
水想定区域提示後
協議実施
【時期】
H29年度

・指定区間における想定最大
規模降雨による洪水浸水想
定に対するリスク情報の周知
等を含めた避難体制の強化
への取組方針について県との
協議を実施

平成28
年度か
ら検討
実施

【内容】
・水防警報河川、洪
水浸水想定区域の
指定
・県と協議を実施

【時期】
・区域指定はH29年
度末以降（予定）
・随時協議

・ハザードマップ（統合型防災マップ）の改良・
周知

ａ、b、
ｄ、ｅ、

Ｉ

・想定最大規模降雨による洪水想
定区域も踏まえたハザードマップ
（統合型防災マップ）の改良・周知

H28年
度から
順次実
施

県管理区間の浸水
区域のデータ提供に
ついて国・県協議実
施

【内容】
特定最大規模降雨
による肱川全域の洪
水想定区域提示後
作成
【時期】
H29年度

・現状の河川管理施設の能力を大幅に上回る
洪水に対する被害軽減のための「災害・避難
カード」の取組

Ｄ

・情報伝達手段の多重化の検討を実施 Ｅ、Ｆ ・情報伝達手段の多重化を検討

H27年
度から
検討実
施

庁内関係機関と検
討

【内容】
引続き情報伝達手
段について検討
【時期】
H29年度

・計画規模降雨を超える洪水を考慮した災害
対策拠点における浸水対策及び代替施設の
検討

ｌ

・洪水時に直接市町長等へ河川情報を伝える
「ホットライン」の構築を検討

Ａ

・肱川（上流域）の水位周知
区間において、県と「ホットライ
ン」の構築に向けた検討を実
施

平成28
年度

・県と調整でき次第、
運用を開始

項目 事項 内容
課題の
対応

大洲市 伊予市 西予市 砥部町 内子町
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２）ソフト対策の主な取組　　①円滑かつ迅速な避難行動のための取組

■情報伝達、避難計画等に関する取組

・避難行動等に必要な情報提供内容の検討
及びその情報によるリアルタイムの情報提供や
プッシュ型情報の発信及び連絡網の整備

ｇ、ｈ、
Ｅ、Ｆ、
Ｇ、Ｈ、

Ｊ

・避難勧告に着目した防災行動計画（タイムラ
イン）の作成及び関係機関の連携状況等を踏
まえた精度向上及び訓練の実施

Ｂ

・計画規模降雨を超える洪水を対象としたタイ
ムラインの作成及び訓練の実施

ｃ

・計画規模降雨を超える洪水も対象とした近
隣市町との広域避難に関する調整、避難経路
の検討

Ｃ、Ｄ

・計画規模降雨を超える洪水も対象とした浸
水地区の避難所、避難経路等の検討

Ｃ、Ｄ、
Ｉ、ｅ

・洪水予報文・水位到達情報文の改良 Ａ

・想定最大規模降雨による洪水も含めた浸水
想定区域の指定及び浸水シミュレーション、家
屋倒壊等氾濫想定区域の公表

ａ、Ｈ

・想定最大規模降雨による洪水浸水想定区
域の指定及び浸水シミュレーション、家屋倒壊
等氾濫想定区域の公表対象河川の検討を実
施

ｂ

・ハザードマップ（統合型防災マップ）の改良・
周知

ａ、b、
ｄ、ｅ、

Ｉ

・現状の河川管理施設の能力を大幅に上回る
洪水に対する被害軽減のための「災害・避難
カード」の取組

Ｄ

・情報伝達手段の多重化の検討を実施 Ｅ、Ｆ

・計画規模降雨を超える洪水を考慮した災害
対策拠点における浸水対策及び代替施設の
検討

ｌ

・洪水時に直接市町長等へ河川情報を伝える
「ホットライン」の構築を検討

Ａ

項目 事項 内容
課題の
対応 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定

・アラームメール（えひめ河川（かわ）
メール）の利用登録者増加に向けた
広報・周知

H28年度から
順次実施

各種説明会等にお
いて、チラシの配布
や説明を実施

引き続き実施

・国、大洲市、西予市と協力しタイム
ラインの作成及び内容精査を支援

H28年度から
実施

-
関係機関と協力し、
タイムラインの作成に
着手

・国、大洲市、西予市と協力しタイム
ラインの作成及び内容精査を支援

H28年度から
検討実施

-
関係機関と協力し、
タイムラインの作成に
着手

・大洲市が近隣市町との広域避難を
検討する場合に八幡浜支局におい
ても調整を支援

H28年度から
検討実施

-
広域避難の検討を
支援

水位到達情報文の改良
H28年度から
検討実施

-
水位到達情報文の
改良を検討

・想定最大規模降雨による洪水も含
めた浸水想定区域図及び浸水シミュ
レーション、家屋倒壊等氾濫想定区
域の公表

H29年度から
実施

検討を実施

・肱川（大洲市県管
理区間）については、
平成29年度に、国と
協力して、浸水想定
区域図を作成し、大
洲市に提供予定
・小田川については、
平成29年度に、浸
水想定区域図等の
作成に着手

・指定区間の一部で想定最大規模降雨
による洪水も含めた浸水想定区域図及
び浸水シミュレーション、家屋倒壊等氾濫
想定区域の作成支援

H29年度

【内容】
肱川（大洲市県管理
区間）の浸水想定区
域図及び浸水シミュ
レーション、家屋倒
壊等氾濫想定区域
の作成支援
【実施期間】
平成29年度

・指定区間における想定最大規模降
雨による洪水浸水想定に対するリス
ク情報の周知等を含めた避難体制
の強化への取組方針について大洲
市、内子町との協議を実施

平成28年度
から検討実施

検討を実施

・肱川（大洲市県管
理区間）については、
平成29年度に、国と
協力して、浸水想定
区域図を作成し、大
洲市に提供予定
・小田川については、
平成29年度に、浸
水想定区域図等の
作成に着手

・指定区間における想定最大規模降
雨による洪水浸水想定に対するリス
ク情報の周知等を含めた避難体制
の強化への取組方針について国、大
洲市との協議を実施

平成28年度
から検討実施

検討を実施

・肱川（大洲市県管
理区間）について、
平成29年度に、国と
協力して、浸水想定
区域図を作成し、大
洲市に提供予定

・肱川（上流域）の水位周知区間に
おいて、西予市と「ホットライン」の構
築に向けた検討を実施

平成28年度
・県と調整でき次第、
運用を開始

愛媛県 気象台 四国地整
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実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定

２）ソフト対策の主な取組　　①円滑かつ迅速な避難行動のための取組

■平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

・避難を促す緊急行動のトップセミナーの開催
及び共同点検の実施

Ｂ

・情報発信時の「危険度の色分け」や「警報級
の現象」等の改善

Ｈ

・効果的な「水防災意識社会」の再構築に役
立つ広報や資料の作成・配布

Ａ、Ｈ
・災害情報提供のチラシ等による広
報・周知

H28年
度

・土砂災害説明会等
で災害情報説明後
資料を配布、説明

・減災協議会の実施
に関するニュースレ
ターの配付（H29年2
月）

・自主防災訓練等に
よる講習で配布、説
明

【内容】
自主防災訓練や公
民館事業を通して周
知
【時期】
平成29年度

・効果的な「水防災意識社
会」の再構築に役立つ広報や
資料について検討

H28年
度から
実施

・総合防災マップや
水防災チラシ等を活
用した防災・減災啓
発の実施

引き続き実施
・効果的な「水防災意識社
会」の再構築に役立つ広報や
資料について検討

H28年
度から
実施

・新たな浸水想定地
域、防災情報を掲載
した総合防災マップ
を作成するとともに、
ハザード情報をweb
上に公開。

【内容】
・総合防災マップを
活用した出前講座
等、啓発活動の実
施。

【時期】
・年間をとおして随
時。

・効果的な「水防災意識社
会」の再構築に役立つ広報や
資料について検討

H28年
度から
実施

情報を共有し連携し
て実施

引き続き実施
・効果的な「水防災意識社
会」の再構築に役立つ広報や
資料について検討

H28年
度から
実施

・協議会の実施に関
するニュースレター
や風水害に関するパ
ンフ等を自治セン
ター等施設に配布
・水災害に関する
マップの配布（旧五
十崎地区全戸）

【内容】
・資料についての検
討
・広報紙等による周
知

【時期】
・毎年実施

・小中学校及び自治会等における洪水被害の
歴史等を踏まえた水災害教育を実施

Ａ、Ｇ

・ダム操作に関する地元関係者への周知 Ｆ

・水害等への備えに関する要配慮者利用施設
の管理者向け説明会の実施

Ａ、Ｇ

項目 事項 内容
課題の
対応

大洲市 伊予市 西予市 砥部町 内子町
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２）ソフト対策の主な取組　　①円滑かつ迅速な避難行動のための取組

■平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

・避難を促す緊急行動のトップセミナーの開催
及び共同点検の実施

Ｂ

・情報発信時の「危険度の色分け」や「警報級
の現象」等の改善

Ｈ

・効果的な「水防災意識社会」の再構築に役
立つ広報や資料の作成・配布

Ａ、Ｈ

・小中学校及び自治会等における洪水被害の
歴史等を踏まえた水災害教育を実施

Ａ、Ｇ

・ダム操作に関する地元関係者への周知 Ｆ

・水害等への備えに関する要配慮者利用施設
の管理者向け説明会の実施

Ａ、Ｇ

項目 事項 内容
課題の
対応 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定

・水防連絡協議会等において関係者
に避難活動の充実を図る啓発を実
施

・関係者で重要水防箇所等の点検
を実施

引き続き実施
平成28年5月
実施

引き続き実施

・情報発信時の「危険度の色
分け」や「警報級の現象」等の
改善

H29.5末

情報発信時の「危険
度の色分け」や「警
報級の現象」等の改
善
（H29.5.17）

・大雨警報･洪水警
報の危険度分布の
公開
（H29.7月予定）

・えひめ河川（かわ）メールのチラシ
配布

引き続き実施
各種説明会等にお
いて、チラシの配布
や説明を実施

引き続き実施

・要請に応じ、出前講座により水災害
教育を実施

引き続き実施
出前講座の希望者
を募集

引き続き実施

・要配慮者利用施設の管理者に対し
て、水害への備えに関する理解を深
めてもらうための説明会を実施

H28年度
平成28年12月
実施

必要に応じて実施

愛媛県 気象台 四国地整
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実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定

２）ソフト対策の主な取組　　②洪水氾濫による被害の軽減及び避難時間の確保のための水防活動等の取組

■水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組

・水防団等への連絡体制の再確認と伝達訓
練の実施

Ｋ

・毎年情報伝達網の確認

・樋門等の点検時等に伝達網を活
用して実施(火災・事故・捜索活動
でも活用)

引き続き
毎年実
施

樋門点検時等に伝
達網を確認

【内容】
引き続き樋門点検
時等に伝達網を確
認
【時期】
毎年実施

・水防団等への連絡体制の
再確認と伝達訓練の実施

引き続き
毎年実
施

・情報連絡網の確認
及び更新

・通信司令システム
を活用した消防団幹
部への一斉通報試
験の定期的な実施
（年数回）

引き続き実施
・水防団等への連絡体制の
再確認と伝達訓練の実施

引き続き
毎年実
施

例年どおり実施。

【内容】
月１回の情報伝達訓
練を実施。

【時期】
随時

・水防団等への連絡体制の
再確認と伝達訓練の実施

引き続き
毎年実
施

・水防工法訓練時に
連絡体制の再確認
を実施（Ｈ28.5.7）

引き続き毎年実施
・水防団等への連絡体制の
再確認と伝達訓練の実施

引き続き
毎年実
施

・毎年４月に連絡体
制の確認
・町防災訓練にて伝
達訓練の実施

【内容】
・引き続き町防災訓
練等にて実施

【時期】
・毎年実施

・水防連絡会等による水防団等との共同点検
等の実施及び重要水防箇所の精査・見直し

Ｋ、Ｌ

・水防連絡会等への水防団・危機
管理課職員・消防署・自主防災組
織等の参加

・水防団幹部との意見交換会に水
防団・担当職員等の参加

引き続き
毎年実
施

担当者の水防連絡
会参加
(H28.5.19)

【内容】
引き続き水防連絡
会等へ参加
【時期】
毎年実施

・水防連絡会等による水防団
等との共同点検等の実施及
び重要水防箇所の精査・見
直し

引き続き
毎年実
施

重要水防箇所の見
直し

引き続き実施

・水防連絡会等による水防団
等との共同点検等の実施及
び重要水防箇所の精査・見
直し

引き続き
毎年実
施

例年どおり実施。

【内容】
危険個所の点検を
実施。

【時期】
出水期前

・水防連絡会等による水防団
等との共同点検等の実施及
び重要水防箇所の精査・見
直し

引き続き
毎年実
施

出水期前に水防団
等との共同点検等の
実施

・水防連絡会等による水防団
等との共同点検等の実施及
び重要水防箇所の精査・見
直し

引き続き
毎年実
施

・樋門点検を出水期
前に実施

【内容】
・樋門点検の実施
・県管理河川におけ
る重要水防区域の
共同点検及び住民
へ周知
【時期】
・出水期前に実施

・水防団・自主防災組織・消防署等の関係機
関が連携した水防訓練の実施

Ｍ
・水防団・自主防災組織・消防署・
危機管理課職員が参加

引き続き
毎年実
施

・水防工法訓練参加
(H28.5.15)
・自主防災組織によ
る水防訓練の実施

【内容】
引き続き自主防災
組織による訓練実施
【時期】
毎年実施

・水防団・自主防災組織・消
防署等の関係機関が連携し
た水防訓練の実施

引き続き
毎年実
施

5月15日、消防団・
自主防災組織・消防
署・市職員による水
防工法訓練の実施

引き続き実施
・水防団・自主防災組織・消
防署等の関係機関が連携し
た水防訓練の実施

引き続き
毎年実
施

例年どおり実施。

【内容】
訓練・講習会を実
施。

【時期】
随時

・水防団・自主防災組織・消
防署等の関係機関が連携し
た水防訓練の実施

引き続き
毎年実
施

・水防団水防工法訓
練の実施（Ｈ28.5.7）

・水防工法指導者講
習　水防団員2名受
講（Ｈ28.7.24・Ｈ
28.8.7）

引き続き毎年実施
・水防団・自主防災組織・消
防署等の関係機関が連携し
た水防訓練の実施

引き続き
毎年実
施

・消防署と連携し水
防団や自主防災組
織による水防工法訓
練の実施

【内容】
・水防団等と訓練に
向けた協議を行う

【時期】
・毎年実施

・河岸侵食等も考慮した、水防用資機材の配
置計画の見直し及び広域支援の検討

ｊ、ｋ

・巡視員の安全性確保やリスクの高い箇所を
含めた巡視計画の見直し及び樋門操作員等
の安全確保に関する避難基準等の検討

i、ｎ

・計画規模降雨を超える洪水を考慮した水防
拠点の代替施設の検討

l

■要配慮者利用施設や大規模工場等の自衛水防の推進に関する取組

・要配慮者利用施設、関係各課と連携した情
報伝達訓練及び避難訓練の計画の検討を行
うとともに、避難確保計画の作成に向けた支援
の検討を実施

Ｉ

・大規模工場等への浸水リスクの説明と水害
対策等の啓発活動

Ｇ
・消防・商工産業課等と連携して、
浸水区域企業等を訪問・災害情報
提供のチラシ等の配布による啓発

H28.5頃
自主防災活動などの
機会にチラシ等配布
による啓発を実施

【内容】
引き続き啓発を行
う。
【時期】
毎年実施

項目 事項 内容
課題の
対応

大洲市 伊予市 西予市 砥部町 内子町
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２）ソフト対策の主な取組　　②洪水氾濫による被害の軽減及び避難時間の

■水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組

・水防団等への連絡体制の再確認と伝達訓
練の実施

Ｋ

・水防連絡会等による水防団等との共同点検
等の実施及び重要水防箇所の精査・見直し

Ｋ、Ｌ

・水防団・自主防災組織・消防署等の関係機
関が連携した水防訓練の実施

Ｍ

・河岸侵食等も考慮した、水防用資機材の配
置計画の見直し及び広域支援の検討

ｊ、ｋ

・巡視員の安全性確保やリスクの高い箇所を
含めた巡視計画の見直し及び樋門操作員等
の安全確保に関する避難基準等の検討

i、ｎ

・計画規模降雨を超える洪水を考慮した水防
拠点の代替施設の検討

l

■要配慮者利用施設や大規模工場等の自衛水防の推進に関す

・要配慮者利用施設、関係各課と連携した情
報伝達訓練及び避難訓練の計画の検討を行
うとともに、避難確保計画の作成に向けた支援
の検討を実施

Ｉ

・大規模工場等への浸水リスクの説明と水害
対策等の啓発活動

Ｇ

項目 事項 内容
課題の
対応 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定

・市町へ管理委託している樋門の操
作点検時にあわせて地元水防団・樋
門操作員の連絡体制の確認を実
施。

引き続き毎年
実施

平成28年4月
実施

引き続き実施

・水防連絡会の開催
・重要水防箇所の精査・見直し

毎年出水期
前に実施。

平成28年5月
実施

引き続き実施

・水防従事者を対象に水防活動に用
いられる各種水防工法について説
明・実演を行う。

随時
平成28年５月
実施

引き続き実施

・河岸侵食等も考慮した、水防用資
機材の配置計画の見直し

平成28年度
から検討実施

・巡視員の安全性確保やリスクの高
い箇所を含めた巡視計画の見直し
及び樋門操作員等の安全確保に関
する避難基準等の検討

平成28年度
から検討実施

- 今後検討実施

愛媛県 気象台 四国地整
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実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定

２）ソフト対策の主な取組　　③社会経済活動を取り戻すための排水活動及び施設運用の強化

■排水活動の強化に関する取組

・浸水被害確認システムによる内水状況の共
有

Ｑ

・現状の河川管理施設の能力を大幅に上回る
洪水による浸水想定も考慮し、排水機場、樋
門、排水路等の情報共有、排水ポンプ車及び
ポンプ排水委託の最適な配置も踏まえた排水
計画及び広域支援の検討を実施

Ｏ、Ｐ、
ｍ、ｏ

・排水ポンプ車等による訓練の実施 Ｐ

・ダムの容量を有効活用するためのダム操作
について判断基準、操作ルール等の検討を実
施

Ｒ

実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定

３）地域経済を支える浸水対策の取組　　①地域経済を支える浸水対策（東大洲地区の生産性向上）

■地域経済を支える浸水対策に関する取組

【再掲】

〈肱川〉
　・惣瀬箇所の堤防整備
　・小長浜箇所の堤防整備
　・東大洲箇所外6箇所の段階的嵩上げ
　・旧堤撤去による流下能力不足解消
　・鹿野川ダムの改造

〈久米川〉
　・久米川工区の段階的嵩上げ

Ｒ、ｐ、
ｑ、ｒ

【再掲】

・大規模工場等への浸水リスクの説明と水害
対策等の啓発活動

Ｇ

【再掲】

・現状の河川管理施設の能力を大幅に上回る
洪水による浸水想定も考慮し、排水機場、樋
門、排水路等の情報共有、排水ポンプ車及び
ポンプ排水委託の最適な配置も踏まえた排水
計画及び広域支援の検討を実施

Ｏ、Ｐ、
ｍ、ｏ

項目 事項 内容
課題の
対応

大洲市 伊予市

項目 事項 内容
課題の
対応

大洲市 伊予市 西予市 砥部町 内子町

西予市 砥部町 内子町
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２）ソフト対策の主な取組　　③社会経済活動を取り戻すための排水活動及

■排水活動の強化に関する取組

・浸水被害確認システムによる内水状況の共
有

Ｑ

・現状の河川管理施設の能力を大幅に上回る
洪水による浸水想定も考慮し、排水機場、樋
門、排水路等の情報共有、排水ポンプ車及び
ポンプ排水委託の最適な配置も踏まえた排水
計画及び広域支援の検討を実施

Ｏ、Ｐ、
ｍ、ｏ

・排水ポンプ車等による訓練の実施 Ｐ

・ダムの容量を有効活用するためのダム操作
について判断基準、操作ルール等の検討を実
施

Ｒ

３）地域経済を支える浸水対策の取組　　①地域経済を支える浸水対策（東

■地域経済を支える浸水対策に関する取組

【再掲】

〈肱川〉
　・惣瀬箇所の堤防整備
　・小長浜箇所の堤防整備
　・東大洲箇所外6箇所の段階的嵩上げ
　・旧堤撤去による流下能力不足解消
　・鹿野川ダムの改造

〈久米川〉
　・久米川工区の段階的嵩上げ

Ｒ、ｐ、
ｑ、ｒ

【再掲】

・大規模工場等への浸水リスクの説明と水害
対策等の啓発活動

Ｇ

【再掲】

・現状の河川管理施設の能力を大幅に上回る
洪水による浸水想定も考慮し、排水機場、樋
門、排水路等の情報共有、排水ポンプ車及び
ポンプ排水委託の最適な配置も踏まえた排水
計画及び広域支援の検討を実施

Ｏ、Ｐ、
ｍ、ｏ

項目 事項 内容
課題の
対応

項目 事項 内容
課題の
対応

実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定

実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定 実施内容 時期

平成28年度の
実施状況

今後の予定 実施内容 時期
平成28年度の

実施状況
今後の予定

〈久米川〉
　・久米川工区の段階的嵩上げ 平成30年度

〈久米川〉
　・段階的嵩上げの
工事着手

〈久米川〉
　・段階的嵩上げの
工事推進

気象台 四国地整

四国地整愛媛県 気象台

愛媛県
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